
（別紙３）

～ R8年　２月　２８日

（対象者数） 34（兄弟利用あり） （回答者数）
31

～ R８年　２月　２８日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・サッカーのルールを使いながら、視覚的な支援を増やし、

児童たちへ分かりやすく理解しやすい方法で社会性を身に付

けていけるような取り組みをしていく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・個別支援計画書をもとに、情報共有の確認だけではなく、

具体的にどのような支援を優先的に行っていくのかというこ

とを全員で確認していく

・声かけの仕方や関わりかたなど、細かい部分まで共有して

いく

2

3

・サッカー支援を取り入れている

・サッカーというスポーツを通して、ルールを守ることや順番

を守ることなど、社会性や対人関係の構築につなげていけるよ

うに意識しながら支援している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・従業員によって支援方法が違う

・利用児童の情報共有はしっかりと行っているが、情報の受け

取り方は人それぞれなので、統一した支援につながっていない

現状がある

R8年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　４月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アバンツァーレスポーツ沖縄

○保護者評価実施期間
R８年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


